
小学校学習展開例

校種/教科等 小学校　社会科 対象学年 第６学年

単元名 平和で豊かな暮らしを目ざして 

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

価値的 ・ 態度的側面　③権利と責任、 公平 ・ 公正

ふれる・気付く

　基本的人権が守られていない課
題について考える中で、 部落差別
解消推進法が制定されたことを知
る。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　基本的人権が守られていない課題について考え、 これからの我が国の在り方について考えることが

できる。 【思考力 ・ 判断力 ・ 表現力等】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　前時の学習を振り返り、 本時のめあてをつ

かむ。

・ 今の日本の社会に残された課題があった

・ 基本的人権が守られていないことは、 課題で

ある。

○　今の日本の国内や周りの国々との間に残さ

れた課題や、 課題を解決していく努力が必要

であることを想起させる。

※　前時までに、 教科書に記された日本の社会

の課題について学習しておく。 その際、 教科

書によって、 記載箇所が違うことに留意する。

★１　課題の解決には、 全ての人が幸せに生き

る社会にする必要があり、 基本的人権の尊重

の視点をもつことが大切であることを伝え、

今も課題が残っていることに気付かせ、 めあ

てにつなげる。 （P.47）

７

２　今の日本で基本的人権が守られていない課

題について考える。

・ 前の時間で、 基本的人権の尊重について学習

した

・ 今の日本で、 基本的人権が守られていない課

題がある

○　教科書の記述を振り返り、 基本的人権が守

られていない課題を出し合わせる。

※　これまでの学習と関連付けながら、 課題に

気付かせるために、 政治的分野等の既習の

教科書の記述に着目させる。

※　基本的人権が守られていない課題に対し、

国はどのような取組をしているか疑問を持た

せ、 次の学習活動につなげる。
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・ 自然災害からの復興　 ・ 環境　

・ 少子化　 ・ 高齢化　 ・ 人権　 ・ 領土

・ アイヌの伝統や文化を守ること

・ 日本人拉致問題　等

 めあて　基本的人権が守られていない課題について調べ、 これからの日本に必要なこ

とを考えよう。

【教科書の記述から想定される課題】

・ 就職や結婚などの際に差別を受けること

・ 男女の性別による差別

・ 障がいのある人に対する差別

・ 在日外国人に対する差別　

・ アイヌの人たちに対する差別　等
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３　課題を解決するための法律について知る。

(1) 「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」 について振り返る。

・ 障がいのある人への差別をなくすための法律

である

・ 基本的人権の学習のとき、 ポスターを見た

・ 障がいのある人への差別をなくすことについ

て学習した

(2) 「部落差別の解消の推進に関する法律」 に

ついて知る。

・ 部落差別をなくすための法律である

・ 江戸時代、 百姓や町人とは住む場所や交際な

どを制限されるなど差別があった

・ 「解放令」 の後も、 住む場所や結婚、 就職な

どの差別がなくならなかった

・ 全国水平社をつくり、 差別をなくす運動を広

げていった

・ 今も、 就職や結婚で差別がある

４　全ての人の基本的人権を守るために、 これ

から必要なことについて考える。

・ いろいろな差別があることや、 なくす取組の

大切さを一人一人が知ることが大事である

・ 差別をなくすためには法律が必要である

・ 県や市町村、 地域で、 みんなで取り組んでい

くことが大事である

・ 私たち一人一人が差別をなくしていく努力を

する

○　「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」 のポスターを提示し、 どのような

法律であるか確認する。

※　法律についての既習内容を振り返らせる。

・ 「障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律」 広報ポスター （内閣府） ★１

○　「部落差別の解消の推進に関する法律」 の

ポスターを提示し、 どのような法律であるか

考えさせる。

★２　部落差別に関する教科書の記述を振り返

らせるとともに、 「部落差別」 の言葉につい

て知らせ、どのような問題であるか確認する。

その際、 他教科等も含め、 『かがやき』 『あお

ぞら』 『あおぞら２』 等の教材を活用するな

どの部落差別についての学習経験があれば

踏まえるようにする。

※　実態に応じて、 県や自治体が出している条

例などにも触れるようにする。

　 ・ 「部落差別の解消の推進に関する法律」 啓

発ポスター （福岡県） ★１

○　個人で考えさせた後、 ペアやグループ、 全

体で考えを交流させる。

※　私たち一人一人が理解を深め、 差別をなく

していくことの大切さに気付かせるために、

法律の第二条に示された 「部落差別を解消

する必要性に対する国民一人一人の理解を

深める」 という視点をもたせる。 また、 この

視点は、 部落差別だけでなく、 どの課題につ

いても同様であることを伝える。

☆　差別のおかしさに気付くことができるよう、

正しく知ることや学ぶことの大切さを伝え、

差別のない社会の実現のために授業者自身

もその一員であることを補足する。

５　本時学習を振り返る。 ○　これからの日本に必要なことをまとめ、 自

分が大切に思うことを考えさせる。

８

まとめ　基本的人権が守られていない課題について、 私たち一人一人が理解を深め、

差別をなくす努力をしていくことが必要である。
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